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１．はじめに 

名古屋栄地区では再開発事業が進み既存の地下街

と接続するビルが増え，地下空間の機能的・空間的

拡大が期待される．地下街は公共空間かつ道路（特

殊街路）でありながら他の交通との混在がないため

信号はなく，天候の影響も受けず，段差も比較的少

ないこと等から、自律移動ロボット（以下，ロボッ

ト）が走行しやすい空間といえる．栄地区には３つ

の地下街（以下，栄３地下街：サカエチカ，セント

ラルパーク，森の地下街）が連坦してあり、ロボッ

トを使った「物流の省人化と効率化」が図れる可能

性がある． 

２．栄３地下街における物流の現状 

現在，セントラルパークでは駐車場内にストック

ポイント（以下、SP）を設けて集約、仕分、配送を

実施しているが，サカエチカや森の地下街は自社で

駐車場を所有していないため市営久屋駐車場などを

利用して店舗への配送が行われている．駐車場など

では大型車両が長時間停車し、配送の際は地下街を

人が台車を押して通行するため、運搬できる荷物の

量や時間も限られる．（写真 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ロボットを活用した共同配送イメージ 

大型車両で運ばれた荷物を SP に集約し，配送先

毎に再仕分けした上で地下街の各店舗へ配送する．

個別に配送する場合に比べて短時間で荷卸しが完了

する，物流車両の削減につながる等のメリットがあ

る．この SP から各店舗のラストワンマイル配送に

ロボットを導入することで更なる省人化と効率化が

期待できる．（図 1） 

 

 

４．ロボットの走行ルートによる障害 

栄３地下街には市営地下鉄函体により南北に段差

があり，段差解消用に斜路や斜行エレベーターが設

置されているがロボット走行は簡単ではない．した

がって，南北２つのブロックに分けて配送の実現性

が高いルート（ 図２の赤矢印）での走行が想定さ

れる． 

＜南ブロック＞： 

ルート① 久屋駐車場荷捌場→スロープ→（自動ド

ア）→森の地下街、サカエチカマチの各テナント 

＜北ブロック＞： 

ルート② セントラルパーク駐車場荷捌場→EV →

セントラルパーク、森の地下街の各テナント 

ルート③ 地下街につながっている公園の一部であ

るオアシス２１の駐車場の活用も考えられる 

図１ 配送ロボットを活用した共同配送イメージ 

写真 1 現在の物流配送の様子 
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５．ロボット導入にあたっての確認事項 

 今後，ロボットを配送に利用するにあたって以下

の事項を確認する必要があると考えている． 

• ニーズや課題の把握 …物流業者，テナント，

歩行者へのヒアリングとアンケート 

• SP に必要なスペースと設備の確認・検討 

• 歩行者との共存方策の検討…地下鉄改札からの

人流との交錯や通勤ラッシュ時等人流の多い時

間帯と配送時間帯との調整など 

• スロープや EV の利用及び自動ドアの開閉技術 

• ロボットの選定…搬送できる物量と内容 

• 受益者の確認とコスト負担の仕組みの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今後の展開 

栄３地下街が整備され約 50～60 年が経った今、

都市インフラとしてのあり方を考えることは重要で

ある．地下街を活用した新たな物流システムが成り

立てば地下接続するビルへの配送やそれによる地上

荷捌車両の削減の可能性も出てくる．また，物流を

行うロボットだけでなく移動支援，清掃，警備等の

他業種にロボットが展開でき，更なる安全・安心，

効率的な施設管理も期待できる．これからは重要な

都市インフラである地下街でロボットを含む新技術

を活用して魅力的な空間づくりと運営が期待され

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 自動運転ロボットによる共同配送の想定ルート案 
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